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rお客様満足度の向上をめざして」

〈はじめに〉

トヨタ博物館は、 トヨタ自動車株式会社の創立50周年記

念事業の一環として、名古屋市の東部・愛知県長久手町に

建設さ札 1989年(平成元年) 4 月に開館し、今年で 8年

目を迎えています。

この間、国内外のクラシックカー・ファンをはじめ、多

数のお客様にご来館いただき、平成 8 年10月 19 日 には開館

以来、累計入場者200万人を達成。館員一問、感激を新たに

すると同時に、今後いっそうお客様満足度向上をめざして、

さまざまな活動を展開していきたいと互いに誓い合いまし

た。

今回の特集は、当館のさまざなな活動のキーワード とな

っている 「お客様満足度の向上」 を総合テーマとして、学

芸活動、教育・普及活動等についての考え方や、これまで

の実施事例、そして木炭車の復元活動、オートモ号の調査・

復元活動など品互の ト ピックスをご紹介します。

建物外観

走行コース
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〈常設展示の概要〉

自動車は、 19世紀末にヨーロッノfで、内賊機関を動力とす

るカツリン自動車が誕生して以来、急速に発展・普及し今

日に至るまでおよそ 1 世紀あまりの間に、人々の足として、

また物流を担う手段として、広く現代社会の形成に大きな

役割を果たしてきました。

トヨタ博物館は、このような自動車の誕生から現代まで

の歴史を振り返り、未来に向かつて人と車のより良い関係

を展望するために設立さオし常設展示を中心として、特別

展やさまざまなイベン ト活動など広範な活動を展開してき

ました。

メインの市設展示は、方、ソ リ ン自動車の誕生から、およ

そ 100年間の自動車発達の歴史を体系的に紹介したいとの考

えのもとに、 100年の歴史の前半50年は、アメリカをはじめ

イギリス、フランス、 ドイツ、イタリアなどヨーロ ッノf諸

国における自動車の発達 ・ 成熟の過程を 57台の車両で紹介

しています。

一方、後半の50年は、国産車の繋明期からわが国の車社

会の実現までの歴史をとらえ、実用車を中心として、 58台

の車両を展示しています。

合言l1l5台の展示車両は、できるだけ発売当初のオ リ ジナ

ルな状態にレス トレーション(修復作業) を実施し、さら

に常に走行可能な状態に整備して、動態保存ができるよう

努力しています。

常設展示

( 3 階日本車)

http://www.jcsm.kahaku.go.jp
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1 : 学芸活動の状況

当館は、 ト ヨタ自動車(株)という租企業を基盤とした企

業博物館ですが、館の活動においては、オーソ ド ックスな

博物館活動をめざしたいとの考え方で、調査・研究、収集・

保存、展示、教育 ・ 普及というづ車の活動を着実に推進し

ています。これらの業務を推進する学芸職員は、開館当初

の 8 名から 14名に増員さtL.それぞれテーマをもって学芸

活動に取り組んで、います。

(1 ) 紀要の発刊

当館では、平成 6 年度から学芸職員が日頃の調査 ・ 研究

活動の中から得た成果をまとめ、年間 l 回、紀要として発

刊 しています。

平成 7 年度発刊の紀要 NO.2 では、下記のようにさまざ

まなテーマによる報告がなされました。

<主な掲載テーマ>

「第 2 次大戦直後のわが国の車づくり

「日本の戦前の自動車雑誌について」

「 ヨー ロ ッパの自動車博物館事情」

「江戸一明治初期の交通法規 ・ 規制について」

「展示車両の動態保存について」

特別展図録

自特別属の開催
当館の特別展は、学芸職員の調査 ・研究活動の成果を展

示 ・ 発表する場として、同時に収集した資料をいち早く紹

介する場としても住置づけ、開館 1 周年の 1990年(平成 2

年)から、年間 2 回のペースで継続して開催してきました。
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全場は館内 2 階特別展示室 (約600平方メ ート ノレ) で、昨年

までに開催回数は 14回を数えました。

春と秋、年間 2 回の特別l展のうち、 春の特別展は常設展

示の内容を補完し、同時に普段、展示していない所蔵車両

や資料の紹介というねらいも持たせ、自動車の歴史に正面

から取り組んだ学術的なテーマや内容としています。

これまで、取り上げた主なテーマや項目立、 “自動車誕生以

前の乗りものの歴史"“自動車が誕生した頃~パイオニア時

代の車両"“わが国のマイカ一時代の到来"“国産車づくりに

携わった人々 " などで、毎回、 地元のテレビ局をはじめ多

くのマス コ ミの取材を受けるとともに、来館者の関心を集

めています。

一方、秋の特別展は楽しく豊かな自動車文化をさまざま

なアイテムにより 幅広く展示・紹介することをねらいとし

て実施しています。

これまでに取り上げたアイテムは、カーマス コ ッ 卜 、ブ

リキ玩具、ポスター、ネームバッジ、錦絵などで、毎回楽

しい展示になるよう 心がけています。

また、特別展の開催に合わせて図録を制作し、ショップ

で販売しています。特別展では、単に展示を行うだけでな

く、展示した内容や資料を印刷物の形で記録することが、

大切な活動であると認識し、特に春の特別展では、第 1 回

から*1主続して図録を制作しています。

なお、 1994年(平成 6 年) 8 月には、春と秋の特別展の

中間H轄月に企画展 『百年前の日本一里帰りした横浜写真』

を開催したところ大変好評であったため、これを契機とし

てその後、夏と冬の時央月に企画展を実施することとし、 今

年度までに 4 回実施 しています。

企画展は、春と秋の特別展に比べ、予算が少なく、準備

期間も短く 、 工数も足りないなどの課題があり ます。しか

し身近なテーマや時機を得たタイム リーな展示ができる

などの利点もあるため、お客様満足度向上策の一環として、

今後とも店也統して実施していきたいと思っています。

以下に、平成 8 年度の特別展、企画展の実施概要や苦労

した点などを具体的に報告します。

(3) 平成 8 年度の特別展、企画展の実施状況

<第13回特別展>

-テーマ r戦後ヨーロ ッパ寧の復興一アメ リカを目標とし

たモータ リ ゼーション」

-開催期間: 4 月 19 日 -7 月 14 日

- 趣 旨:平成 7 年春に実施した戦後50年記念展示 「昭和

20年代の国産車たち」の酌川版とも言える企画。

1 945年から 1960年頃までの時代をとらえ、 イ ギ

リ ス、 ド イ ツ、フランス、イタ リ ア、オランダ

の西ヨーロ ッパ各国が、どのように戦後の復興

を成 し遂げ、 モータ リ ゼーションを進展させた

かを、車両14台と関連資料で考察した。
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*主な展示防

[車両] ・モーリス・マイナー・シリーズ MM

(1950年イギリス)

・メルセテスベンツ 300SL クーペ

(1955年ドイツ)

・シトロエン2CV. タイフ。A

(1953年フランス)

・チシタリア202 (1947年 イタリア)

・ DAF 試作車(1957年オランダ)

[資料 ] ・ヨーロッノ守主j斉協力機構レポート (1952年)

-イギリスの実用車模型 (30点)

.DAF トランスミッション(カットモテソレ)

*苦労した点:l.展示車両14台の選定から、現地調査(担当学

芸員が、ヨーロッパに出張しデータ収集、調

査を実施)、収集および〉借用に 2 年間を要した。

特に、オランダの車両 DAF は、閉幕直前に

現地から割前して展示した。

2.各国の自動車産業の状況が異なるので、それ

ぞれメーカ一系列と生産車を写真等でビジュ

アルに見せる年表を作成したが、予想日上の

工数が必要となった。

第 13回特別展 戦後ヨー ロ ッパ車の復興

<夏の企画展>

・テーマ r車とアー ト~薮野健絵画展」

・開催期間: 7 月 30 日 -9 月 16 日

・趣 旨:自動車や建築に造詣の深い洋画家・薮野健氏の

作品を展示し、氏の多彩な活動を紹介。

*・主な展恭助・車両や街並みをモチーフとした水彩および袖

彩画48点

・ 名古屋市地下鉄御器所駅壁画の原画等

*苦労した点 :l.初の本格的な絵画展であり、作品掲示設備の

新設、照明の増強など設備面から企画・検討

を実施した。

2. f'下品に関しては、当展示会のために新たに制

作を依頼、同時に制作の』景子を映像で記録し、

会場で放映するなど、薮野氏と綿密に連絡を

取り合いながら、準備を進めた。
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<第14回特別展>

-テーマ r自動車の広告史~モータリゼーションの進展

ととも lこ」

・開催期間: 10月 8 日 - 12月 8 日

-趣 旨:自動車の広告がモータリゼーションの進展、成

熟につれて、さまざまに変化し、充実してきた

様子をこれまでに収集してきたポスターやカタ

ログをはじめ、新聞、雑誌、 TV コマーシャル

など多数の広告資料により展示、紹介した。

*主持瑚:・自動車の広告資料約300点

-車両 3 台 フカ、、ッティ・タイプ57C

(1938年フランス)

ト ヨペッ トコロナ(1961年)

日産スカイライン (197l年)

*苦労した点:l.多数の広告やポスターを“女性を登場させた

広告"“コロナに見る広告&キャンペーン"な

ど分かりやすく楽しいテーマで展示すること

にキ青力を{頃けた。

2.展示手法の面では、従来にないパイプを活用

した展示方式を実施し、 マンネ リ打破、イメ

ージチェンジを図った。

第 14回特別展 自動車の広告史

<冬の企画展>

・テーマ r変わり型ドアの車たち」

-問握鯛: 12月 17 日~平成 9 年 4 月 6 日

-趣 旨:車への出入りや荷物の出し入れに重要なかかわ

*主な展糊

りをもっドアについて、その変わり型を実車や

資料で紹介し、その設計のねらいや人々の受け

とめ方などを考察した。

[車両] :シ トロエン2CV (1953年 フランス)

デロリアン(1982年アメ リ カ)など 9 台

BMW イセッタ (1960年 ドイツ)

[資料] :模型 10点

カタログ、写真など約30点

*苦労した点:車両ごとに違うドアの開閉方法や乗り降りの仕

方などを来館者に理解していただ、くために、展

示方法の工夫や模型の展示などを実施した。

以上のように、年聞を通じて特別展や企画展を実施する

ことにより、お客様にいつでも喜んでいただける“満足度

向上"につながる活動を展開しています。
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これまでの特別展と企画展の実施状況

フー マ 開催期間 展示 の概要

第 1 回 「自動車の前史」 90.4/14 開館 1 周年記念特別展として開催。

-6/17 ロコモビル、円太郎パス、薪パス等を主要博物館他から

借用して展示。

第 2 回 「シネマの中の車たち」 90.10/27 「ローマの休日 J r007は2度死ぬ」 など懐かしい映画の中

-12/9 に登場する車両を紹介した。

第 3 回 「 自動車の誕生 91.4/20 自動車が誕生する以前の乗り物である馬車や自転車を展

ノfイオニアの時代」 -7/21 示し、ガソリン自動車誕生までを紹介。

第 4 回 「乗り物とマスコット」 91.10/15 自動車のマスコッ卜をはじめ様々な乗り物のマスコッ ト

-12.1 300点を展示。

第 5 回 「マイカ一時代の訪れ」 92.4/28 戦後の復興期から高度経済成長までわが国の生活と初期

-7/26 のマイカ一時代に誕生した国産車を展示。

第 6 回 「懐かしのブ リキ玩具」 92.10/6 当館ブ リキ玩具 コ レクションのうち約200点を展示した。

-12/6 

第 7 回 「ビ ッグ 3 の時代」 93.4/20 1950年代のアメリカ自動車事情を紹介するとともにビ ッ

-7/25 グ3の代表車を展示した。

第 8 回 「ポスター& 93.10/13 20世紀初頑のフランス自動車ポスターや リト グラフ約40

リトグ、ラフ」 -12/5 点を展示。

第 9 回 「国産車を 94.4/19 豊田喜一郎生誕100年を記念して氏の業績とともに、同時

つくった人々 」 -7/17 代の橋本増治郎氏などを紹介した。

企画展 「百年前の日本」 94.8/2 里帰りした横浜写真約180点を展示した。

(1) -9/4 

第10回 「ネームノ〈ッジが 94.10/4 各国の代表的な車両のネームバッジとその由来、歴史を

語る自動車史」 -12/11 主ホ刀口ノfr。

第11回 「昭和20年代の 95.4/25 戦後50年の節目に当たり、そのスタートとなった昭和20

国産車たち 」 -8/31 年代の車両14台を紹介。

第12回 「乗り物の文明開イヒ」 95.10/17 江戸末期から明治初期の交通錦絵約60点やかご、人力車、

-12/3 鉄道馬車の模型などを展示した。

企画展 「歴代クラウン展」 95.12/12 歴代クラウン 10台 を一堂に集め、高級車クラウンの進化

(2) -96.3/31 の様子を紹介。

第13回 「戦後ヨー ロ ッノf 96.4/19 第 2 次世界大戦後のヨー ロ ッパ各国の復興の様子と車両

車の復興」 -7/14 を展示。

企画展 「車とアート」 96.7/30 洋画家・薮野健氏の作品約50点を展示。

(3) -9/16 

第14回 「 自動車の広告史」 96.10.8 雑誌、新聞広告をはじめ、ポスターカタ ロ グなど自動車

一 12/8 広告約300点を展示。

企画展 「変わり型ド、アの車たち」 96.12/17 車両のさまざまなドアの形状に着目し、その設計のねら

(4) -97.4/6 いなどを紹介。

以上
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2 : 教育7普及活動白状況

現在、 当館では『自発的に学ほうとする方々への手助け』

を基本方針に、 「常設展理角制足進」 と 「モノづくりの楽しさ

を昧わっていただ、く 」 という 2 つのテーマのも と “ワーク

フーック"“ガイドツアー"勺ークショップ"を 3 本柱に教育

活動を展開しています。これらは、来館者の対象や実施時

期ごとに企画さオし全13項目の活動で構成されています (表

l.) 。

教育活動は、平成 3 年の小学生向ワークブック製作を機

にスタート しましたが、これが 「常設展理解促進」 の幹と

なり、各部橡JJIJの活動吋支葉が分かれていきました。こ

れと並行してイ ベン ト から派生 した『モノづくりの楽 し さ

を味わっていただ く 』活動は、内容充実と ともに教育の分

野に移行させたものです。それでは、 当館の教育活動がど

のよ うな経過を経て現在の姿となったのかをご紹介してい

きます。

(1 ) 教育活動のスタート(平成 3 年)

〔ワークブックの作成〕

平成 3 年、自動車産業を学ぶため社会科見学で来館され

る小学生を対象に したワークフゃックを作成 し ま した。タイ

トルは 「 くるまのおはな い と し、「常設展を通 じ、 児童に

驚きや感動を与え博物館をより身近に感じていただく 」 こ

とに狙いを定め企画・ 構成していきました。 内容は当館展

示体系(自動車の歴史)の大筋の理解を目指し、 “車" の語

源の解説から自動車の誕生、そ してその普及までの過程を

イラス トやクイズを交えた読みやすい物語風と しました。

このワークフdックは、翌年から社会科見学で来館される

小学校の希望により配付し、事前学習や当日の見学の補助

ツーノレとして活用していただいています。ちなみに、昨年

のワークフ、、ック使用実績は3卦交2720名であり 、 本年春には

内容充実を図るため改訂を実施しました。

〔工作教室等の開催〕

一方、 ワークショップは、イベン ト の一部としてスター

ト しました。

平成 2 年、 開館 1 周年を機にクラシックカー・ フェステ

イパjレを春のイ ベン ト として開催しましたが、翌年からは

四季を通じてのイベン ト 開催を目指し、 新規イベン ト の企

画を行いま した。新規イベン ト を企画するにあた り、初め

にイ ベン 卜体系を作成、その後具体的な内容を計画してい

きました。 テーマは、“親子"“モノ"をキーワー ドに 『モ ノ

親と子の工作教室

(表 1. 教育体系) (基本方針 : 自発的に学ぼうとする方々への手助けとなる活動を推進〕

テーマ
活 動 内 谷，.，.円 対 象 参加方法 実施時期

分 要買 項 目 幼児卜j、学生 | 中学生 |高校生 |大学等|成人 事前申込 自 由参加 春| 夏 |秋| 冬
1 . ワークブック(シー ト) ( 1 ) くる ま のおはな し

。
(平成 3 年~、平成 8 年改定) ' .・・・・・・・. '

(2)力一ウ ォッチングガイド
。

(平成 6 年~)

2 オリ エ ンァー リング (8)T A M オリ工ンァー リング
。

常設展 (旧デ イ ズラリー) (平成 3 年~)

理解促進 3 . ガイドツアー 学校向 (3 )小学校
:.圃ー- : 。 -ーーー圃... : :-ー- :

[献物)
(平成 6 年試行、平成 7 年~)

の見方 (4 )中・ 局校生
。

(平成 8 年~)
- , ' .ーーー・. '

を提供
(5)理工系各種学校

，ー・ーーーーーー・. ， 。 4・ーーーーーー・・ 0 ' .. ・ーーー・"(平成 7 年~)

一般向 (6 )圏内
。 。

(平成 7 年~)

(7 ))毎州、

(平成 8 年~)
。

4. ワークシ ョ ップ (9 )親と子どもの工作教室
。

(平成 3 年~) ‘4・ーーーーーー・. ' 人司h・・・・・4・， ' .・ーーー・ー ー

モノづく (1 0)写生会
。

(平成 3 年~)
，_・.， e咽・ーーーーーー... '

りの楽し
5 ミ ー ワークショップ (11)ク レ イクラフ卜 コーナー

さを味わ (平成 8 年~)
。 一，

つ ( 1目折 り 紙コーナー
(平成 8 年~)

。 :-ー: :-

( 1 3) ミ ニ プラモ製作コーナー
。

(平成 8 年~) ' .・ーーーーーー・ー' ，_ー-
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づくりの楽しさを味わっていただく』ことに定め、クルマ

を題材にした 「親と子どもの工作教室」・「写生会」 とクイズ

に答えながら見学していただく 「クイズラリー」 等の教育

的な内容に、「クラシックカー試乗会」等のイベント的な内

容を組み合わせました。実施時期は、春のフェスティパル

に対し秋に設定、タイ トル rTAM わくわくウィークエン

ド」のとおり家主括主れの多い週末開催としました。

その中で工作教室は、毎年40組/回(年 2 回実施)を上

限に事前募集し、午前10時から昼食をはさんで午後15時30

分までに親子で協力して工作を完成させます。

第 1 回は「早く走る」 をテーマに、コーム動力の自動車づ

くりに取り組んでいただきました。このテーマを達成する

ため、軽量化のための素材選ぴ、ゴムの太さや長さ、大小

プーリ ーの組み合わせでタイヤの回転力や回転数を調整す

るなど、参加者の色々なくふうがみられました。工作教室

は今年で 6 回目を開催、当館の定例行事として定着化して

います。

(表2.工作教室実績)

ア 一 マ 参加者数 | 

引年 早く走る 67;\1Jl. 130名

(ゴム動力自動車キット)

92年 長く走る 77;\1Jl. 160名

(ゴム動力自動車キッ卜)

93年 遠くへ跳ぶ、早く走る 81 ;\1Jl. 170名

(電動自動車キット)

例年 廃品を使ってつくろう 68事且 150名

(電動自動車キッ卜)

95年 廃品を使ってつくろう 64車tÉÌ 150名

(電動自動車キッ卜)

96年 アニマルカーをつくろう 37車tÉÌ 76名

(3 極モータ一自動車キット)
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但)見学補助ツールの作成からガイドツアーの導入まで
(平成 B 年-)

〔カーウォッチングガイドの作成〕

開館 5 年目にあたる平成 6 年、館内に教育活制食討ワー

キンググループを設置し、教育活動の充実にのりだしまし

た。その結果、強制ではなく 「自発的に学ぽうとする方々

への手助け」 となることを基本方針にあげ、その方策を企

画・推進していきました。

その第 1 歩か見物市助ツーjレ 「カーウォッチングカ1 ド」

の開発でした。これは知的探求心の強い方々に対し、展示

車両の見方を提供することを目的に企画したもので、自動

車のタイヤ、ラジエターといった部分的なモノに焦点をあ

て(表3.)、その変遷を常設展示場内で市在認しながら見学し

ていただく形態をとっています。

内容は、男女を問わず小学生高学年から大人まで縦断的

な層を対象としており、専門用語は多用せずイラストを中

心にわかりやすい構成としました。この 「カーウォッチン

グカーイド」 は、館内入場券改制寸近のリーフレット置台に

設置し、来館者の方に自由にご利用いただいています。

(表3 . 力一ウォッチングガイド)

タ イ ト Jレ 内 F合h 

タイヤのはなし ゴムのみ~空気入り~溝つ

きまでタイヤの変化を紹介

2 ラジエターのはなし ラジエターの役割と形の変

化を紹介

3 フロントガラスと フロントガラスの出現から

ワイパーの 自動ワイパーの装着までを

うつりかわり 紹介

4 ステッフとフェンダー ステッフとフェンダーの出

のはなし 現から無くなるまでを紹介

5 エンジンのはなし 単体展示のエンジンを形で

介類して紹介
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〔学校教育見学時の対応〕

平成 4 年より小学校にはワ

ークブックを活用していただ

いてきましたが、原則自由見

学で受入れていま した。その

見学伏況を見ると、来館され

る多くは社会科で自動車産業

を学ぶ小学 5 年生のため通常

の来館者より学習意欲が高い

反面、単にワークブックの課

題を埋めるだけに終わってし

まうケースがありました。 そ

こで、より“有意義な見学を"

と、ガイ ドツアーの実施を計

画したのです。

まず企画にあたり、 小学 5

年生社会科の学習内容を再調

査しました。 その結果、自動車の量産という点では一部接

点があるものの、当館常設展内容とはほとんど合致しませ

んでした。 従って説明文はワークブーツクと連動させ、自動

車の歴史の大筋を理解していただく内容とするとともに、

「物事は一朝一夕ではなく、様々な状況が重なり合って形成

されてきたことを、自動車をとお して感じてもらう 」 こと

に狙いを定めたのです。そ して、これらを踏まえ 「新旧車

上回むを企画しました。具体的には常設展見学前に、新車

とクラシック カーを対峠させて展示、その相違点を児童に

あげてもらい、あげられた部分の登場時期や変化が現れた

時期を展示車両で君臨志できるようにしました。 この小判交

向のヌゲイドツアーは、 数回に渡る試行の結果、現在では、

学校側の時間の制約や要望により各種パターン(表4 . ) の

選択を可能にしました (昨年l針変109 1名が参加)。なおyゲイ

ドツアーは、その後小朝交向のみならず中 ・ 高校向、 一般

向 (日本語・英語) とバリエーションを広げていきました。

また、 館員の中から専門に適した者が個別に対応できる

理工系各種朝交の受入れも行っています(表l.) 。

(表4 .小学校向受入れプロ グラム)

!:xT 館概要 自由 ガイ ド 新旧草 Q&A 

見学 ツアー 比較 タイム

ベーシック 。 。

ガイド A 。 。 。

ガイド B 。 。 。 。

ガイド C 。 。 。 。 。
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(3) ワークショッブを含めた教育の体系他(平成日年......)
平成 3 年より、イベントの一部として実施してきた 「工

作教室」 と 「写生会」 でしたが、カイドツアー導入等、教

育活動の充実にともない教育の一環として開催するよう体

系化を行いました。

この時、単に体系の中に既存活動を組み込むだけではな

く新しいワークショ ップも新規追加 しました。

それは、「工作教室」のように予め参加者を募り長時間拘

束することなく、当日ご来館されたお客様が剣i.lに参加で

きるものをと考案したもので 「ミニワークショ ッ フ。」 と命

名しました。内容は、「モノづくりの楽しさを味わっていた

だく 」 というワークショッフ。の統ー したテーマのもと、短

時間にクルマに関する造形が行えるものと し ま した。具体

的には、速乾生粘土でクルマのキーホールダーをつくる 「ク

レイクラフ トコーナー」、クルマを折る 「折り紙コーナー」、

当館の展示車両である トヨ タ 2000GT のミ ニプラモを製作

しカラー リ ングを行う 「 ミ ニプラモ製作コーナー」 です。

これらは、館内の一角にコーナーを設置 して開催、その手

軽きから多数の人が参加、 モノづくりを楽しんでいただい

ています。

叫) 最後に

平成 3 年からスター卜 した教育 ・ 普及活動も 5 年の時を

経て、現在のよ うな形が整ってきましたが、 体験型やパソ

コ ンを使った教育機器の設置等々、未着手の部分が多く残

っています。今後はこのような部分を中心に新規活動の企

画及ぴ全体のボト ムアッフ。を図っていきたい と考えていま

す。
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トピックス !纏調園田|

トヨタ博物館は、自動車の歴史を正しく後世に伝えたい

と考えており、特に、初期時代の日本車の資料収集、保存

には力を入れております。ここでは、平成 8 年に耳時且んだ

「木炭乗用車の復元」 と、国立科学博物館との共同プロジェ

クトとして、 2 年半後の完成を目指して製作に着手した「オ

ートモ号(白楊社製、大正13年-)の復元」について紹介

致します。

(1 )懐かしい木炭乗用車の復元
第 2 次大戦の前後にかけ、我国で大活躍した木炭自動車

は、 半世紀を経た今、その姿を見ることもなく、人々の記

憶からも消え去ろうとしています。そこで、戦後50年の節

目を機に、木炭乗用車を外観・樹溝共当時のままに復元し、

走る姿を見て項く事に致しました。

今回の復元は、その当時高級車として我国に輸入された

1937年型ヒ、ュイ ック (アメリカ GM社製)をベースに使い、

搭載実績が明らかな 「愛国式木炭方、ス発生装置」 を、当時

の文献、写真に基づいて極力忠実に復元し、高級乗用車に

相応しくトランク内にす っぽり収まる様に搭載しました。

なお、実際の走行に当って、エンジン起動や取扱いには様々

なノウハウが予想されたため、装置の製作には、当時の経

験者に当初から参加して項きました。予想どおり、炭の大

きさや詰込み方、着火の仕方、煙の出方や色、炭の補給等々

ノウハウだらけで、更に、運転の仕方にもコツが要求さオし

先人の苦労はさぞ、かしと忍ばれました。

この車は、現在、当館 2 階で展示しています。また、記

録ビデオ 「懐かしい木炭乗用車をいまに」 は、当館資料室

でご覧項けます。また、図録は平成 9 年 2 月発刊予定です。

(スペック)

全長 5130mm 

全幅 1840mm 

全高 1772mm W/B 3200mm 

エンジン水冷直列 8 気筒 OHV 5247cc 

車両重量 2067kg(カス発生装置 192kg 合)

愛国式ガス発生装置搭載

(ガソリ ン/木炭カス切替式)
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但)オートモ号の復元

オートモ号と豊川氏(国立科学博物館資料)

トヨタ博物J館は、この度、国立科学博物館との共同プロ

ジェクト「オートモ号の復元」製作に着手しました。

「オートモ号」は、旭号やダット号等と並び、日本の初

期自動車史を飾った国産乗用車のパイオニアで、大正13年

から昭和 3 年にかけ、 豊川順弥氏 (1886- 1965) のおこし

た白楊社で、約300台が製作さh、大正14年には国産車輸出

第 1 号にもなった車ですが、残念ながら、現存車は知られ

ていません。

しかし、豊川氏自身が生前保有されていたオー トモ号資

料(部品及び図面等)が、現五は国立科制導物館に保存さ

れており、この程その調査結果を基に、保存部品と保存図

面等を活かして車両復元を行つことになったものです。完

成は平成10年末の予定ですが、どんな音を立てて走るのか

今から楽しみです。

(復元車スペック…オートモ号カタログより)

全長 10尺全幅 4尺総高 5. 4尺

軸間距離 80吋輪間距離 40吋

型 式 幌型 搭載人員 3 名

発動機オーバーヘッド型 4気筒、空気冷却

気筒直径×衝程 2 吋 8分ノ 3 x 3 吋 4 分ノ l

公称馬力 9 (総気筒排出量 943cc) 



全科協ニュース Vo J. 27 , NO.l 

;毎 外

新しいインターネット・ホームページの開設動向

くアメリカ>

Chabot Observatory & Science Center (Oakland) 

http://ousd.k12. ca.us/COCS/Chabot.html 

Children's Discovery Museum (San Jose) 

http://www.cdm.org/ 

Cincinnati Museum Center (Cincinnati) 

http://www.cincymuseum.org/ 

COSI, Ohio's Center of Science & Industry (Colum. 

bus) 

http://cosi.org/ 

Explorers Hall, Nat. Geographic Soc. (Washington 

DC) 

http://www.nationalgeographic.com 

Great Lakes Science Center (Cleveland) 

http://www.greatscience.com/ 

Hands-On Science Center(Tullahoma) 

http://edge.edge.net/ -lhosc/ 

Harmon Science Center (Tulsa) 

http://hsc.tulsa.k12 . ok.us/ 

High Desert Museum (Bend) 

http://www.highdesert.org/ 

Inventure Place(Akron) 

http://www.invent.org/ 

Kansas City Museum (Kansas City) 

http://www.kcmuseum.com 

Louisiana Children's Museum (New Orleans) 

http://www.lcm.org/ 

McAllen International Museum (McAllen) 

http://www.hiline.net/mim/ 

Monterey Bay Aquarium (Monterey) 

http://www.usw.nps.navy.milf -millercw /aq/ 

Museum of Discovery & Science (Fort Lauderdale) 

http://gsni.com/discsi 

The Museum of Scienctific Discovery (Harrisburg) 

http://www.msd.org/ 

Orland Science Center (Orlando) 

http://www.osc.org/ 

ニL ス

The Science Place (Dallas) 

http://www.scienceplace.org 

US Space Camp (Huntsville) 

http://www.spacecamp.com 

<カナダ>

Glenbow Museum (Calgary) 

(ハイフォン・安井亮)

http://www.lexicom.ab.ca/-glenbow 
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National Museum of Science and Technology (Ottｭ

awa) 

http://www.smnst.ca/nmst/index.html 

Saskatchewan Science Centre (Regina) 

http://www.sciencecentre.saskweb.com/ 

Science N orth (Sudbury) 

http://sciencenorth.on.ca 

くフランス>

Cite des Sciences et de l'lndustrie (Paris) 

http://www.iway.fr/cite-sciences 

Musee des Arts et Metiers (Paris) 

http://www.cnam.fr/museum/ 

<スウェーデン>

N aturhistoriska Museet (Goteborg) 

http://www.goteborg.se/kultur /museer /naturhis/ 

Teknikens Hus (Lulea) 

http://www.luth.se/th/ 

くその他の国>

Australian Museum (Sydney, Australia) 

http://www.austmus.gov.au/ 

Technisches Museum (Dresden, Germany) 

http://userpage.fu-berlin.de/ -cj s/ dresden/home. 

html 

ネハイフォン: Fax. 03-3496-2416 

e-mail.QFH03327@niftyserve.or.jp 
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文部省の平成 g 年度博物館関係予算等について

平成 9年度予算(案)において、主に科学博物館を対象

に、学芸員等の資質向上、↑字幅J館サービスの充実、施設設

備の高度化など、多方面にわたる新規予算が新たに計上さ

れるとともに、私立↑苧助館の運営基盤の充実支援において

も、税制上の支援措置、財政投融資でi新たな内容が認めら

れたので、その概要を簡単に紹介します。

学芸員等の資質向上

・社会教育研修支援事業(新規) 193百万円

全国の博物館に勤務する学芸員等の基本的能力の

向上を図るため、各都道府県が実施する王周蹴刑|多の

経費を補助。

-博物館学芸員等専門研修(新規) 19百万円

学芸員等の専門的な知識・技術の向上を図るため、

国内外の先進科学博槻官への長期派遣研修を国が実

方ι

2 博物館をめぐる多様な人材の活用

・社会教育関係有資格者の積極的活用に関する調査研究

(新規)

4 百万円

学芸員資格等を有するが実際に博物館に勤務して

いない人々の知識・技術等を、博物館の活性化のた

めに活用する方策について調査研究。

3 博物館サービスの充実

・科学系博物館活用ネットワーク推進事業(新規)

565百万円

地域において拠点となる↑朝勿館を中心に複数の公

文部省生涯学習局社会教育課

私立博物館等がネットワーク(協議会)をつくり、

青少年のための自然、 科学に関する事業をモデル的

に実方ι 〔注:下図を参照〕

・博物館、少年自然の家等における科学教室等特別事業

の研究開発(継続) 104百万円

博物J館等が持つ学習資源を活用した先導的な科学

学習プログラムの開発等を国立科学博物館、都道府

県等に委嘱。

4 博物館施設・設備の高度化

・学習支援活動支援設備整備事業(新規) 1 ， 000百万円

今後、多様化、高度化する学習ニーズに対応した

公立博物館等の機能の充実を図るため、コンビュー

タ等の情報関連設備や参加体験型の展示設備等の整

備経費を補助。

5 私立博物館の運営基盤の充実

-税制上の支援措置

博物館法に規定する登録博物館のうち、一定の要

件を満たす博秒J館の設置運営を主たる目的とする法

人を特定公益増進法人に新たに追加。

-日本開発銀行等の酎Ij融資による支援措置

平成 3 年度に創設された、日本開発銀行等による

登録 ・相当博物館の設備を取得しようとする民間事

業者に対する低利融資制度の対象に、「科学技術」を

テーマとする類似博物館を新たに追加。

科学系縛物館活用ネットワーク推進事業例

r環境」をテー7 として科学系博物館等が

ネ y トワークを形成し、事撲を展開する例

-地球環境のビデオソフト

の作成・上映

-10一

白川
口汚5Jな受l

~rlY十長空間
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一全科協情報ー

共同企画展等調査研究委員会の設置

標記委員会は加盟館園の巡回展を含めた企画展等の実施

状況について、平成7年度実施した「全国科学博物館協議会

加盟館園の企画展実施事例調査」の調査結果をデータベー

ス化し、イ ン ターネ ッ ト等を利用して情報の加盟館園の相

互利用を促進する と ともに、企画展等の実施に関する調査

研究を行うことを目的として設置されたものです。

その第 1 回委員会が平成 8年10月 31 日 (木)に国立科学博

物J館で開催きれました。議事に先立ち、各委員の紹介が行

われ、本委員会の座長の選出を行い、 飯田委員(国立科学

博物館)カ古座長に選任されました。

委員会名簿

飯田和郎 国立科学博物J館

大堀 哲 国立科朝専牧雌

斎藤温次郎 斎藤執層、会自然史博物館

佐々木勝浩 国立科明字助館

樋口弘道 栃木県立博物館

星見清晴 鳥取県立博牧蛸

コ 輪 克 名古屋市科学館

一加盟館園の情報一

鹿児島市立科学館一時閉鎖について

鹿児島市立科学館では、展示効果や学習効果のより一層

の向上を図るため、 科学展示の一部を更新することになり

ました。そのため、平成9年1月 28 日(火)から 3月 21 日(金)ま

での問、科学展示コーナーを一時閉鎖することになりまし

た。

なお、 宇宙劇場につきましては、平常どおり開場し、オ

ムニマックス映画やプラネタ リ ウムの上映は行いますとと

もに、科学実験、科学工作、パソコン(ワーフ。ロ)教室等

の学習教室につきましでも、 予定どおり 実施します。

科学展示コーナーのリニューアルオーフ。ンは、平成 9 年

3 月 22 日(土)を予定しています。

お問し、合わせ先

0 展示更新について

鹿児島市教育委員会庶務課庶務係 TeJ 099-227-1921 

0 ご利用について

鹿児島市立科学館(火曜日閉館) TeJ 099-250-8511 

美術

はく製

〈各種生物〉

剥製 ・ 骨格標本・レプリカ

加工/販売/リース

難東洋近代美術研究所
製作所干272 千葉県市川市本北方2-18-1 直通念日47-337 -5678

合047 -337 - 5883
FAX 047-338-1978 

本社 干272 千葉県市川市国分5-3-25 ft047-374-1564 

感動環境
創造会社でa
&1NOMURA 

陶riiIl副知伽m，gj~"il!TfEゅrth Scien四 E

地学標本(化石・鉱物・岩石)
吉生物関係模型(レプリカ)
岩石薄片製作(材料提供による薄片製作も受け賜ります。)

大英博物館/恐竜復元模型
縮尺 実物の40分の l 精密拍育期モデル、大英博物館製作による刻印入

TEL03-3350・6725
l 車時にはお礼舵にお江寄り ドきい。

[村に化石rJ1fftUIi外国より良鵠ゆヨドモ多段直繍入しカモ入れておりますのて叙"に1略物館康示等にぜt 甘いこ判用〈た e 、 、S ぜ l

轡 額裏肘イZンス : J; ;:;耳諮問磁器
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あたたかい飲みものを入れると

骨格図にかわります ! !

株式会社アンティー

TEL 03-3467-6555 

FAX 03-3467-6568 

*ミ ュ ー ジアム ・

シ ョ ッ プクッズ

の企画・製作・

販売 (マグカ ッ

プ、T シ ャツ etc.)

*特設売店の代行

〒151
渋谷区富ケ谷1-1 7-9

ノ Tークノ、イム 302

鱒
COLORATA 

Venture Into The Past The Living Earth [ommunicalion for The future 

l 一一一円イン|力口ラ タ株干..東京都台東区浅草橋西還ビル~

TL03-3865- ヨ 110 FAX03-3864-4048 

感じる科学

�.v K�� l:�..1'8. 
ム L 山田

「全科協ニュース」を闘撃の情報交換の場としてご活用

ください。 資料や情報の提供、標本などの借用希望、事

業案内、ご意見、ご提案など皆様の原稿をお待ちしてお

ります。

編集後記

1 月号の編集は、 ト ヨタ博物館カマE当しました。

次回は、国立科朝専秒j館です。

ご期待ください。

文化施設 ・ 商業施設・テ'ィスプレイ企画・設計・施工

1:.1:..". 株式会社ココ口
干205 東京都羽村市神明台4丁目 9番 l号

TEL0425 ( 30 ) 3911附 ・ 3939 (営業)
FAX0425(30) 3900 ・ 3927 (営業)

-12-


	特集｢お客様満足度の向上をめざして」
	〈はじめに〉
	〈常設展示の概要〉

	1.学芸活動の状況
	（1） 紀要の発刊
	（2）特別属の開催
	(3) 平成8 年度の特別展、企画展の実施状況

	2.教育・普及活動白状況
	(1) 教育活動のスタート(平成3 年)
	（2）見学補助ツールの作成からガイドツアーの導入まで
	(3) ワークショッブを含めた教育の体系化
	（4）最後に

	トピックス
	(1) 懐かしい木炭乗用車の復元

	海外ニュース
	文部省の平成g 年度博物館関係予算等について
	全科協情報
	加盟館園の情報

